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あらたな戦前にさせない！
守ろう平和といのちとくらし2023憲法大集会

５
月
３
日
、
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
・
３

憲
法
集
会
実
行
委
員
会
主
催
の
「
あ
ら
た
な
戦
前

に
さ
せ
な
い
！
守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く
ら
し

２
０
２
３
憲
法
大
集
会
」
が
、
東
京
・
有
明
防
災
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
２
万
５
千
名
が
結

集
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
１
７
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

の
高
田
健
共
同
代
表
は
「
岸
田
政
権
は
専
守
防
衛
を

放
棄
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど
戦
争
の
準
備

を
し
て
い
る
。
任
期
中
に
改
憲
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

運
動
の
強
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
室
蘭

工
業
大
学
の
清
末
愛
砂
教
授（
憲
法
学
）は
、
安
保
関

連
３
文
書
に
つ
い
て
「
憲
法
を
無
視
し
、
解
釈
改
憲

で
大
軍
拡
の
道
を
開
い
た
。『
新
た
な
戦
前
』
を
避

け
る
た
め
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
立
憲
民
主
党
の
西
村
智
奈

美
代
表
代
行
は
、
改
憲
派
が
主
張
す
る
緊
急
事
態
条

項
の
創
設
に
つ
い
て
「
政
府
の
権
限
が
集
中
す
る
よ

う
な
改
憲
は
不
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
次
に
新
潟

市
民
連
合
の
佐
々
木
寛
共
同
代
表
よ
り
「『
新
た
な

戦
前
』
を
止
め
る
た
め
に
、
つ
な
が
り
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
社
会
を
求
め
て
い
こ
う
」
と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
入
管

法
問
題
に
つ
い
て
、
馬
毛
島
の
軍
事
基
地
問
題
に
つ

い
て
、
性
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者

か
ら
報
告
と
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、「
＃
改
憲　

大
軍
拡

Ｎ
Ｏ
！
」「
敵
基
地
攻
撃
能
力
い
ら
な
い
」
な
ど
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
戦
争
反
対
！
改
憲
反
対
！
敵

基
地
攻
撃
能
力
い
ら
な
い
！
な
ど
と
力
強
く
声
を
上

げ
、
市
民
に
対
し
て
憲
法
改
悪
の
危
機
を
訴
え
る
と

共
に
、
憲
法
９
条
を
守
り
広
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
な
ど
を
口
実
に
、
憲
法
改
悪
の
動
き
が
よ
り

加
速
し
て
い
ま
す
。こ
の
平
和
の
危
機
を
受
け
止
め
、

76
年
間
守
り
抜
い
て
き
た
平
和
憲
法
９
条
の
大
切
さ

を
、
職
場
と
地
域
か
ら
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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２０２３ＪＲ総連春闘　加盟８単組交渉集約にあたっての見解

２０２３ＪＲ総連春闘は、４月２８日をもって加盟８単組すべての交渉を集約しました。今春闘は、物価の高騰
による実質賃金の低下、長引く賃金抑制、新型コロナウィルスから回復傾向であるものの依然として交通・運輸産
業が厳しい経営環境にあるなかでのたたかいでした。
ＪＲ総連は２１春闘、２２春闘の総括に踏まえ、加盟８単組と議論を重ね、物価上昇と組合員の生活実態に基づ

くとともに、職場の声を要求に高める運動づくりの強化に向けて、２つのスローガンを掲げ２０２３ＪＲ総連春闘
のたたかいの意義を確認し、加盟各単組は「ベア１０，０００円（物価上昇・生活向上分を含む）」の一律定額要求
にこだわり、統一要求・統一闘争で「２０２３ＪＲ総連春闘」をたたかい抜いてきました。
ＪＲ北海道労組は、２年連続でベアを引き出し、昨年を上回るベア一律１,０００円を獲得し、ＪＲ東労組は、

「所定昇給額の１/４＋４,０００円」の回答を受けるもＪＲ総連春闘の要求額から乖離していることから妥結でき
ないとして、６３００件を超える組合員・社員の声を集約し、再申し入れを行い、統一要求・統一闘争にこだわっ
てたたかい抜いてきました。ＪＲ東海労においてもベア１,０００円の回答は到底妥結できないとして、再申し入れ
を行い、併せてＪＲ東海会社が公表したベア「７,２００円」のまやかしについて会社へ抗議し修正を求めてきま
した。ＪＲ西労においては、ベア３,０００円の回答に対し再申し入れし、ＪＲ連合の低額相場づくりを批判してき
ました。また、本社前でスタンディング抗議行動を行う等の創意工夫した取り組みにより、春闘のただ中で組織拡
大を実現してきました。ＪＲ貨物労組においては、２年連続でベアを引き出し、昨年を上回るベア平均１,０００円
（７００円＋０．１％）を獲得してきました。
５連協においては、システム労がＪＲＳＥ分会へ波及効果を生み出すために、粘り強く交渉を行い一律ベア

５,０００円を獲得しました。鉄研労はベア１,０００円を獲得し、さらに今までにない交渉と議論を重ねてきたこと
で、運動の前進と組織強化をかちとりました。聚楽労組は、昨年に引き続き有額回答を引き出し、過去最高額であ
る３,２００円の賃金改善を獲得しました。
２０２３ＪＲ総連春闘は、要求満額獲得を実現できなかったものの各単組が従来にも増して粘り強い交渉を行う

など統一要求・統一闘争の力をいかんなく発揮したことで組織の強化をかちとることができました。今後はさらに
総括を深度化させて２０２４ＪＲ総連春闘のたたかいを構築していきます。
しかし、今春闘においては、経団連からの相次ぐ賃上げ要請に応じ、業績が好調な企業の要求満額回答提示に

対して、たたかいの山場を前にＪＲ内を含め労働側の早期妥結があり、統一闘争が破壊されたこと、それに対する
連合の指導性の発揮など、労働者の力を一つに結集し要求を実現するには多くの課題が露呈しました。一方、ＪＲ
連合は連合要求３％を下回るベア１％３,０００円要求という低額相場を形成し、たたかう前から経営側に与する
「春討」をつくりだしました。
ＪＲ総連は今春闘で明らかになった諸課題の克服に向けて連帯・共闘の輪をさらに強化していきます。
労連の仲間やグループ会社の仲間の春闘はこれからも続きます。ＪＲ総連は、連帯・共闘の精神で最後までたた

かい抜いていきます。
日本は、安保関連３文書の改定によって、戦争体制強化に向けて突き進んでいます。軍備増強のための増税、高

齢者の医療費負担増をはじめとした社会保障の切り下げなど、私たちの暮らしは厳しさを増すばかりです。ＪＲ総
連は、組合員と家族のいのちと暮らしを守るために、憲法９条を守り抜き、一切の戦争政策に反対し続けていきま
す。
最後に、２０２３ＪＲ総連春闘をＪＲ総連の旗のもとにたたかい抜いていただいた加盟各単組のみなさんに感謝

申し上げ見解とします。
２０２３年４月２８日
ＪＲ総連執行委員会

　ＪＲ総連は4月28日、加盟8単組の春闘交渉が集約したことを受けて、見解を発出しました。
　2023ＪＲ総連春闘を、たたかい抜いていただいた加盟各単組のみなさんに感謝を申し上げると共に、今次
2023ＪＲ総連春闘の成果と教訓を、第39回定期大会で確認しようではありませんか！

２０２３ＪＲ総連春闘　
加盟８単組交渉集約にあたっての見解
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メーデーの歴史に学ぶ「８時間労働の原点」！

連
合
「
第
94
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
」
が
４
月
29
日
、
東
京
・
代
々

木
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
参
加
者
数
制
限
が
な
い
形
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

総
連
は
在
京
単
組
か
ら
70
名
を
超
え
る
組
合
員
と
共
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
メ
ー
デ
ー
に
も
、
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
メ
ー
デ
ー
会
場
で
、
若
い
組
合
員
か
ら
「『
メ
ー
デ
ー
』
は
、
な

ぜ
労
働
者
の
祭
典
と
言
わ
れ
る
の
で
す
か
？
」
と
、
素
直
な
質
問
を
聞

か
れ
る
一
幕
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
起
源
は
？

メ
ー
デ
ー
は
英
語
で
「
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｙ
」
と
書
く
よ
う
に
、
５
月
１

日
を
指
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
の
労
働
者
が
こ
の
日
を
祝
い
、
集
会

や
デ
モ
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
源
は
、
１
３
７
年
前
の
出
来
事
に
由
来
し
ま
す
。
当
時
の
米

国
で
は
、
労
働
者
は
週
70
時
間
、
一
日
12
時
間
を
超
え
る
労
働
が
当
た

り
前
に
お
こ
な
わ
れ
、
成
人
だ
け
で
は
な
く
児
童
ま
で
も
が
過
酷
な
労

働
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
８
時
間
労
働
制
」
を
求
め
る
ゼ

ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
が
１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
米

国
の
主
要
都
市
で
闘
わ
れ
、
全
米
で
30
万
人
の
労
働
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
労
働
者
は
「
８
時
間
は
仕
事
に
、
８

時
間
は
休
息
に
、
８
時
間
は
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
」
と
訴
え
、
多
く
の
労
働
者
が
時
短
を
か
ち
取
り
ま
し
た
。

な
お
、
日
本
最
初
の
メ
ー
デ
ー
は
１
９
２
０
年
５
月
２
日
、
東
京
・
上
野
公
園
で
お
こ
な
わ
れ
、
５
，０
０
０
名

を
超
え
る
労
働
者
が
参
加
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

現
在
、
日
本
の
労
働
組
合
組
織
率
は
、
16
・
５
％
（
厚
労
省
発
表
最
新
値
）
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

組
合
員
の
率
直
な
質
問
で
「
メ
ー
デ
ー
」
の
歴
史
に
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
約
８

割
に
あ
た
る
労
働
者
は
、
労
働
組
合
に
未
加
入
で
す
。
つ
ま
り
8
時
間
労
働
の
原
点
で
あ
る
メ
ー
デ
ー
へ
の
参
加

や
起
源
に
触
れ
る
機
会
も
皆
無
に
等
し
く
、
労
働
者
の
団
結
（
労
働
組
合
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
春
闘
で
の
賃
金
引

上
げ
を
は
じ
め
、
労
働
条
件
の
改
善
、
労
働
環
境
の
整
備
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク

ハ
ラ
等
、
労
働
者
の
不
利
益
に
対
し
て
団
体
交
渉
権
を
持
ち
、
会
社
と
対
等
に

交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
知
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場

合
、
泣
き
寝
入
り
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
連
合
を
は
じ
め
と
し
て
労
働
組
合
へ
の
組
織
化
は
課
題
で

あ
り
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
総
連
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
働
く
未
組
織
労
働

者
の
加
入
が
課
題
で
す
。
4
月
1
日
に
は
、
今
年
も
多
く
の
新
入
社
員
が
入
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
に
結
集
す
る
加
盟
単
組
・
労
連
加
盟
単
組
へ
の
加
入
促
進

は
勿
論
の
こ
と
、
労
働
組
合
の
役
割
と
は
何
か
、
次
世
代
を
担
う
仲
間
へ
伝
承

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
組
合
活
動
と
言
え
ま
す
。

今
後
、
各
単
組
・
労
連
に
お
い
て
は
、
新
入
組
合
員
歓
迎
会
や
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル
な
ど
、
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
労
働

組
合
と
一
緒
に
た
た
か
う
か
ら
こ
そ
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
解
決
で

き
る
労
働
組
合
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今年のメーデーに結集した組合員

日本最初のメーデー（1920年上野公園）

統一地方選挙推薦候補者

１３０名当選‼
「第20回統一地方選挙」の結果について

　4月23日（日）に投票がおこなわれた「第20回統一地方選挙」後半戦は、ＪＲ総連推薦候
補者48名中39名が当選を果たし、前半戦と合わせて152名中130名が当選を果たしました！
　ＪＲ総連は政策の実現にむけて、引き続きＪＲ総連議員団会議連絡会所属議員をはじ
め、推薦候補者のみなさまと連携して取り組みを進めてまいります！
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ＪＲ総連は４月22日、「組合員と家族による『５連協・春の運動会』」を立川市にある国営昭和記念公園にて開催
しました。

当日は、５連協の組合員・家族58名が参加し、子どもたちによる徒競走、大玉転がしリレーや玉入れの他、単
組対抗世代別リレーなど、総合優勝をめざして、大いに盛り上がりました。各競技とも笑顔が絶えず、子どもたち
の歓声が響きわたり、５連協の絆はさらに深まる運動会となりました。また、衆議院議員・末松義規氏（ＪＲ総連
推薦議員懇談会共同代表）にもご来賓として駆けつけていただき、ご挨拶をいただきました。

総合優勝は「鉄研労チーム」、準優勝は「聚楽労組チーム」、３位「システム労チーム」、４位「ＪＲ総連チーム」
となりました。

運動会終了後は、晴天の下でバーベキュー大交流会をおこない、さらなる親睦を深めてきました。

組合員と家族による５連協「春の運動会」開催！

あなたと家族に安心届けます。保険はおまかせください。

JR総連・各単組賛助団体

各種のお問い合わせは、
パソコン・スマホ、から
可能ですので、ご利用を
お待ちしております。

㈱鉄道ファミリー 検索
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-2-13 目黒さつきビル
TEL 03-3490-3862　 FAX 03-3491-7198

《取扱商品》
▲ 自動車保険・火災保険
サークル保険

▲ がん保険・医療保険・介護保険
給与サポート保険

▲ ＪＲ積立年金
▲ すみっこ商店・伊東さつき会館

子どもたちが大活躍！大玉転がし 大人も玉入れに苦戦 玉を落とさないように、巨大スプーンリレー


